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時
30
分
に
は
成
立
要
件
を
満

た
し
ま
し
た
。
高
橋
書
記
長
の

春
闘
方
針
提
案
を
受
け
、
中
央

委
員
か
ら
「
若
い
職
員
に
超
過

勤
務
を
書
く
よ
う
に
話
し
て
い

る
」
と
い
う
職
場
が
あ
る
一
方

で
、「
人
手
不
足
で
事
故
が
起
き

な
い
の
が
不
思
議
な
程
だ
」、「
希

望
も
し
て
い
な
い
年
次
が
つ
け

ら
れ
る
」、「
７
対
１
だ
か
ら
今

月
は
年
次
は
ダ
メ
と
言
わ
れ
て

い
る
」、「
９
回
夜
勤
が
発
生
し

ザ
ー
ル
か
ら
応
援
」、「
医
療
機

械
は
増
え
る
が
技
士
は
現
状
維

持
」
な
ど
、
厳
し
い
職
場
実
態

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た「
青

年
部
定
期
大
会
の
準
備
を
し
て

い
る
」「
支
部
旅
行
を
計
画
し
て

い
る
」「
地
域
で
平
和
学
習
会
を

計
画
し
て
い
る
」
な
ど
、
支
部

で
の
活
動
も
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
括
答
弁
で
は
「
人
手
不
足

を
当
局
に
認
め
さ
せ
、
増
員
を

実
現
し
よ
う
。
パ
ワ
ハ
ラ
は
風
通

し
の
悪
さ
が
１
つ
の
要
因
で
あ

　

２
月
14
日（
土
）、
大
雪
の
降

る
悪
天
候
の
中
、
盛
岡
市
「
エ

ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」
を
会
場

に
県
医
労
第
１
５
３
回
中
央
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
４
万
円
の

賃
上
げ
な
ど
春
闘
要
求
を
決

め
、
職
場
の
た
た
か
い
を
交
流

し
ま
し
た
。

　

中
央
委
員
会
は
、
少
し
遅
れ

て
開
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
10

り
、
組
合
が
弱
く
な
っ
た
こ
と

も
連
動
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。
大
い
に
支
部
活
動
を
し
て
い

こ
う
」
と
結
び
、
満
場
一
致
で
方

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
２
次
予
算
更
正
、
選
挙
委
員

の
選
出
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
、
岩
手
医
労
連
、

い
わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
県

委
員
会
か
ら
お
迎
え
し
、
連
帯

し
運
動
し
て
い
く
こ
と
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ぼ
全
支
部
が
発
言

支
部
活
動
を
強
化
し
、大
幅
増
員
実
現
を

県
医
労
第
１
５
３
回
中
央
委
員
会

春
闘
方
針
の
賃
上
げ
４
万
円
な
ど
を
決
定

「人が足りない」訴えが次々に

　

ま
も
な
く
人
事
異
動
の
一

斉
内
示
が
あ
り
ま
す
。
組
合

は
、
昨
年
よ
り
早
く
内
示
を

す
る
こ
と
、
以
前
実
施
し
て

い
た
内
内
示
を
復
活
す
る
よ

う
に
要
求
し
、
交
渉
し
て
き

ま
し
た
が
、
当
局
は
「
昨
年

と
同
様
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

内
示
日
は
、
次
の
こ
と
を

そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
異
動

を
希
望
し
て
い
な
い
組
合

員
へ
の
内
示
、
希
望
し
て
い

た
病
院
と
違
う
病
院
へ
の

内
示
を
出
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
場
で
返
事
を
し
な
い
こ

と
で
す
。
必
ず
、「
家
族
と

相
談
し
ま
す
」
と
答
え
、
指

示
さ
れ
た
日
ま
で
に
返
事

を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。
支
部
で
は
、
当
日
に
交

渉
出
来
る
よ
う
準
備
し
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

不
当
な
内
示
や
希
望
が
実

現
し
な
い
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
支
部
役
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
病
院
長
、

事
務
局
長
と
交
渉
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
そ
し
て
組
合

本
部
に
も
連
絡
を
。
本
部
で

も
組
合
員
の
要
望
に
沿
う
よ

う
交
渉
・
確
認
を
行
い
ま
す
。

そ
の
場
で
返
事
を
し
な
い
！

人
事
異
動

人
手
不
足
を
認
め
さ
せ
よ
う
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大幅増員・賃上げを勝ち取ろう！
　

日
本
医
労
連
東
北
地
方
協
春

闘
討
論
集
会
が
、２
月
７
・
８
日
、

盛
岡
市
つ
な
ぎ
「
ホ
テ
ル
大
観
」

で
開
催
さ
れ
、
全
体
で
１
４
５

人
（
県
医
労
６
支
部
・
本
部
10

人
）
が
参
加
し
、
２
０
１
５
春

闘
の
方
針
を
学
習
・
討
論
し
ま

し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
全
労
連
常

任
幹
事
伊
藤
圭
一
さ
ん
が
、
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
の
労
働
組

合
の
活
動
を
紹
介
。
そ
の
な
か

で
、「
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
合

は
、
日
本
よ
り
も
法
律
に
守
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
組
合

員
を
増
や
し
、
最
低
賃
金
引
き

上
げ
、
労
働
環
境
の
改
善
を
勝

ち
取
っ
て
き
て
い
る
。
日
本
で

も
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
は
可

能
」
と
話
し
、「
特
に
医
療
分

野
は
、
い
の
ち
に
直
接
関
わ
る

無
く
て
は
な
ら
な
い
業
界
で
あ

り
、国
民
の
理
解
も
得
や
す
い
。

他
の
業
界
よ
り
も
大
幅
改
善
を

勝
ち
取
れ
る
は
ず
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
各
単
組
の
取

り
組
み
等
を
意
見
交
流
し
、
大

幅
増
員
と
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ

う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
は
、
今
年
８
月

に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
ア
ク

ト
イ
ン
サ
マ
ー
成
功
に
向
け
て

の
決
意
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 全労連常任幹事　伊藤圭一さん

春闘勝利に向けてガンバロー！

日本医労連東北地方協春闘討論集会

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

11
ヶ
月
と
な
っ
た
２
月
13

日
、「
被
災
者
の
声
を
聴
け
！

２
・
13
国
会
総
行
動
」
が
行

わ
れ
、
東
北
の
被
災
３
県
と

豪
雨
災
害
の
復
興
を
め
ざ
す

広
島
の
代
表
ら
４
０
０
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
行
動
を
前
に
、

岩
手
県
復
興
県
民
会
議
で

は
、
被
災
者
の
生
の
声
を
要

求
に
ま
と
め
国
会
に
届
け
よ

う
と
、
い
わ
て
生
協
の
移
動

販
売
車
と
連
動
し
て
仮
設
団

地
で
署
名
の
呼
び
か
け
や
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
住
民
の

皆
さ
ん
と
懇
談
を
行
い
ま
し

た
。
県
医
労
か
ら
は
、
宮
古

市
田
老
漁
協
周
辺
で
の
署
名

行
動
と
、
釜
石
市
松
倉
Ｂ
仮

設
団
地
お
よ
び
陸
前
高
田
市

滝
の
里
仮
設
団
地
で
の
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
参
加
・
懇

談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、「
仮
設
住
宅

に
は
救
急
車
が
入
れ
な
い
」

「
仮
設
な
の
で
い
つ
ど
こ
が

壊
れ
る
か
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い

る
。
小
さ
く
て
も
自
分
の
家

で
一
生
を
終
ら
せ
た
い
」
な

ど
応
急
住
宅
で
は
安
心
し
て

生
活
で
き
な
い
現
状
が
出
さ

れ
ま
し
た
。国
会
行
動
で
は
、

被
災
者
の
住
宅
再
建
の
さ
ら

な
る
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

被
災
者
の
声
を
聴
け

署
名
行
動
と
住
民
懇
談
会

被災者の声を聴く中野委員長
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看護部

人手不足をオーバーワークで補う
悪循環を断とう!　　　　　　　　　

　

日
本
医
労
連
主
催
「
夜
勤
改

善
・
大
幅
増
員
を
め
ざ
す
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
２
月
５
日
、
衆

議
院
議
員
会
館
大
会
議
室
で
開

催
さ
れ
全
国
か
ら
２
５
４
名
、

県
医
労
か
ら
４
名
が
参
加
。
翌

日
は
地
元
選
出
国
会
議
員
の
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
３
名
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
言
。
労
働
科

学
研
究
所
慢
性
疲
労
セ
ン
タ
ー

長
の
佐
々
木
司
さ
ん
は
、「
真
の

疲
労
回
復
に
は
①
狭
い
意
味
の

疲
労
回
復
だ
け
で
な
く
、
②
ス

ト
レ
ス
の
解
消
、
③
次
の
仕
事

の
準
備
が
で
き
る
休
憩
時
間
が

必
要
」
と
指
摘
。「
勤
務
間
隔
が

11
時
間
で
は
狭
い
意
味
の
疲
労

回
復
し
か
で
き
な
い
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

全
労
連
常
任
幹
事
の
伊
藤
圭
一

さ
ん
は
、
長
時
間
労
働
や
不
払
い

時
間
外
労
働
が
蔓
延
し
、
夜
勤

交
替
制
労
働
へ
の
健
康
配
慮
の

な
さ
が
問
題
と
指
摘
。
夜
勤
交

替
制
労
働
者
は
法
定
労
働
時
間

を
短
く
す
べ
き
等
の
内
容
を
盛

り
込
ん
だ
「
国
会
請
願
署
名
」
の

取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

全
日
赤
委
員
長
の
森
田
し
の

ぶ
さ
ん
は
、
２
交
替
制
勤
務
病

棟
の
５
割
超
で
、
心
身
に
与
え

る
有
害
性
が
高
い
16
時
間
以
上

夜勤シンポに254名
議員要請も

  　　　  2013年看護職員の労働実態調査
　　　　　県医労版パート6　　　　 　
　県医労版報告の最後は、不払い労働の結果です。
　「不払い労働なし」は、わずか22.3％（全国
31.0％、前回19.4％）で、75.2％（全国65.6％、
前回71.5％）の709人がサービス残業をしてい
て、全国・前回（2009年）と比べても、サービス
残業が横行し、悪化している状態と言えます。そ
のサービス残業の内容は、「記録」58.4％、「情
報収集」48.1％、「患者への対応」35.1％、「研
修」32.4％となっていて、「研修」「各種委員会」
は全国より15ポイント前後高い結果となってい
ます。
　昨年秋に県医労で取り組んだ「委員会、会議、
研修（会）、研究に関するアンケート」でも、研
修や委員会を負担に感じているとの回答が多く
ありました。委員会・研修の不払い労働をなく
すことが、モチベーションアップにもつながり、
働きやすい職場になるのではないでしょうか。
　労働実態調査における不払い賃金の総額は、
1,631万円にも上ります（割り増し含む時間単位
を2,000円で計算）。
◆賃金の不払い労働（サービス早出・残業等）の主な業務（複数回答）

県医労 全　国 前　回
記録 58.4 61.0 61.5
情報収集 48.1 47.9 47.8
患者への対応 35.1 44.0 40.1
研修 32.4 15.1 40.4
各種委員会 28.6 13.8 26.1
研修と各種委員会以外の諸会議 10.7 8.8 22.9
機器の立ち上げなど仕事の準備 8.9 9.7 12.4

不払い労働 前回より悪化

衆議院議員会館大会議室でシンポ

の
長
時
間
夜
勤
に
な
っ
て
い
る

と
指
摘
。
フ
ロ
ア
ー
発
言
で
は
、

「
正
循
環
」
の
試
行
で
「
妊
娠
者

が
増
え
た
。
生
体
リ
ズ
ム
に
あ
っ

て
い
る
」
と
の
一
方
で
、
９
回
以

上
夜
勤
が
97
％
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
職

場
や
過
労
死
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー

ス
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
と

め
の
中
で
三
浦
書
記
長
は
、「
夜

勤
改
善
・
大
幅
増
員
」
署
名
、

地
方
議
会
で
の
意
見
書
採
択
、

国
会
議
員
へ
の
要
請
を
強
め
、

「
夜
勤
改
善
の
世
論
づ
く
り
に
本

気
で
取
み
、
人
手
不
足
を
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
で
補
う
悪
循
環
を

断
ち
切
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

地
元
選
出
国
会
議
員
要
請
で

は
、
２
月
９
日
現
在
、
平
野
議

員
と
黄
川
田
議
員
か
ら
賛
同
の

連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 岩手からの国会議員要請行動参加者
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２
月
７
日
、
ホ
テ
ル
紫
苑
で
中
央

支
部
文
化
部
主
催
の
「
温
泉
ゆ
っ
た

り
ツ
ア
ー
＆
安
全
衛
生
委
員
会
学
習

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

組
合
員
25
名
と
家
族
・
子
ど
も
27
人

の
52
名
。
多
く
の
参
加
者
は
、
交
流

会
会
場
に
風
呂
上
が
り
の
浴
衣
姿
で

参
加
、
こ
の
行
事
は
毎
年
開
催
し
て

お
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
家
族
で
参

加
で
き
る
企
画
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
学
習
会
の
内
容
は
、
安
全
衛

生
委
員
会
を
中
心
に
、
36
協
定
や
女

性
の
権
利
に
も
ふ
れ
、
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
超
勤
を
書
か
せ
な

い
上
司
の
圧
力
な
ど
、
パ
ワ
ハ
ラ
に

よ
っ
て
働
き
に
く
く
な
っ
た
職
場
に

「
も
う
、
や
っ
て
ら
れ
な
い
」
と
退

職
を
決
め
た
組
合
員
の
怒
り
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

ゆ
っ
た
り
温
泉

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
習
会

壮年部年金学習&交流会
　２月12日㈭、「民宿とおの」にて本部の○
○副委員長を講師に、以前から要望のあっ
た年金についての学習会と交流会を開催し、
10名が参加しました。参加者からは、「手続
きや確定申告についてなど、今まで知らな
かったことを聞けて大変勉強になった」と
の感想が聞かれました。遠野らしい田舎料
理とどぶろくを嗜みながら、職場のことや
他愛もない話など垣根を超えた話題で盛り
上がりました。
　３名がそのまま宿泊し、翌日後遺症もな
く元気に仕事をしたづもな。
　どんどはれ

支部長　○○○○　 中央
支部

し
ゃ
べ
れ
ば
ス
ッ
キ
リ
！

学
べ
ば
、
力
！

遠 野 支 部

知って安心・年金制度

2015年NPT
代表団を激励

核兵器廃絶へ新たな一歩

　

２
月
11
日
、
盛
岡
市
・
サ

ン
ビ
ル
に
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
代
表

団
激
励
集
会
が
、
行
わ
れ
ま

し
た
。 

新
婦
人
の
若
山
さ
ん
、

非
核
政
府
の
会
の
菅
原
さ
ん
、

被
団
協
の
齋
藤
さ
ん
、
県
医
労

の
○
○
○
中
央
執
行
委
員
の

４
名
が
代
表
団
と
し
て
出
席
。

代
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
行
動
参
加
に
向

け
た
思
い
と
、
取
り
組
み
を

報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、

民
医
連
２
名
、
自
治
労
連
２

名
が
確
定
し
、
民
青
同
盟
な

ど
か
ら
若
い
参
加
者
の
検
討

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
０
年
に
行

わ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

行
動
に
参
加
し
た
岩
手
医
労

連
の
五
十
嵐
さ
ん
、
被
団
協
の

下
村
さ
ん
か
ら
、
前
回
の
様

子
な
ど
を
報
告
し
て
も
ら
い
、

激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

激
励
集
会
で
は
代
表
団
を

中
心
に
、
署
名
、
カ
ン
パ
に

取
り
組
み
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
送
り
出
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

激励集会で発言する非核政府の会の菅原さん
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大切なのは  　　
思いやりと観察力

青年部

　

２
月
14
日（
土
）
〜
15
日

（
日
）、ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
「
ゆ

ら
ら
」
を
会
場
に
、
岩
手
医
労

連
青
年
部
主
催
の
ウ
ィ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
in
紫
波
が
開
催
さ
れ
、

県
内
７
単
組
か
ら
23
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
県
医
労
か
ら
は
６

支
部
・
本
部
９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
、
住
職
で
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
総
合
施
設
長
で
も

あ
る
太
田
宣
承
さ
ん
が
『
医
療

現
場
に
お
け
る
私
の
働
き
が
い

と
は
何
か
』
と
題
し
て
、
ご
自

身
の
体
験
や
実
践
な

ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
楽
し
く
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
働
く
上

で
大
切
な
こ
と
は
、

お
年
寄
り
や
患
者
さ

ん
に
対
し
、
職
員
側

が
良
い
と
思
っ
て
い

る
ケ
ア
を
す
る
の
で

は
な
く
、
相
手
の
こ

と
を
よ
く
観
察
し
、

望
ん
で
い
る
ケ
ア
す

る
こ
と
。
ま
た
職
員

ど
う
し
も
同
様
に
思
い
や
り
を

持
っ
て
笑
顔
で
働
く
こ
と
が
大

事
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

紫
波
に
移
動
し
、
粉
か
ら
練
り

上
げ
る
ピ
ザ
作
り
に
挑
戦
。
慣

れ
な
い
包
丁
に
悪
戦
苦
闘
す
る

人
も
。
練
っ
て
、
の
ば
し
て
、

一
人
一
枚
愛
情
込
め
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ピ
ザ
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
本
格
的
な
「
か
ま
ど
」
で

焼
き
上
げ
た
ア
ツ
ア
ツ
出
来
た

て
ピ
ザ
に
、
み
ん
な
大
満
足
で

し
た（
写
真
上
）。

　釜石支部青年部は１月31日に市内の海鮮系
居酒屋で青年部の新年会を行いました。看護師、
CE、事務等の計12人が集まりました。普段話
すことの少ない他職種の方たちが集まり、交
流を持つことはとても良いことだと思います。
　ここ数年、支部青年部での活動が無かっ
たので、これを機に活動の機会を増やして
いきたいと思います。

　１月28日、大昌園（市内）を会場に南光支
部青年部新年会を開催し、総勢14名が参加
しました。
　また、○○支部長（写真中央）を講師に「職場
と労働組合、労働基準法第36条を締結すると
いうこと、自分を守るための勤務時間申請」と
いう内容で学習会も同時に行われ、組合活動の
目的と大切さを再確認することが出来ました。

釜石 南光

終始ニコニコ笑顔の太田宣承さん
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
、

あ
と
５
年
。
そ
の
頃
ま
で
働
け

る
の
か
な
ぁ
と
不
安
…
。
体
力

の
限
界
…
（
と
言
っ
た
ア
ス

リ
ー
ト
が
い
ま
し
た
ね
、
引
退

会
見
で
）
そ
ん
な
感
じ
で
す
。

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

　

　

こ
の
間
、
が
ん
ば
っ
て
働
い

た
ら
、
超
勤
し
す
ぎ
と
言
わ
れ

た
。
病
休
が
増
え
る
と
「
休
め

る
時
は
休
ん
で
」
と
師
長
は
言

う
が
、
年
次
請
求
す
れ
ば
非
番

の
移
動
。
月
に
一
度
も
連
休
が

な
い
勤
務
表
の
人
も
い
る
。
ど

う
や
っ
て
休
め
ば
い
い
の
か
？

釜
石
支
部　

オ
ト
モ
ア
イ
ル
ー

　

　

　

青
年
部
の
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ
は

楽
し
そ
う
な
写
真
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
ス
テ
キ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
勢
い
で
次
回
の
青
年

部
の
定
期
大
会
は
成
功
し
て
欲

し
い
で
す
。
様
々
な
支
部
で
旗

開
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
南
光

　

東
日
本
大
震
災

津
波
・
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
４

年
。
２
０
１
５
年

度
の
岩
手
県
予
算

は
４
年
連
続
の

１
兆
円
台
、
震

災
分
は
全
体
の

40
％
余
、「
本
格

復
興
を
邁
進
す
る
」
と
し
て
い

る
。
被
災
者
の
医
療
費
・
介
護

保
険
利
用
料
等
、
県
立
病
院
の

再
建
、
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
、
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事

業
費
補
助
等
、
住
民
本
位
の
復

興
は
切
実
だ
▼
２
月
13
日
、
東

北
の
被
災
３
県
と
広
島
県
か
ら

約
４
０
０
名
が
国
会
行
動
に
参

加
し
た
。
岩
手
か
ら
の
参
加
者

は
50
名
。
釜
石
市
の
前
川
慧

一
さ
ん
は
「
仮
設
住
宅
で
は

２
万
３
０
０
０
人
も
が
厳
し
い

冬
を
し
の
い
で
い
る
。
仮
設
で

は
な
く
自
宅
で
手
足
を
伸
ば
し

て
寝
た
い
」
と
訴
え
た
▼
こ
の

間
、
生
協
連
が
事
務
局
と
な
り

取
り
組
ん
だ
「
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
の
抜
本
的
拡

充
を
求
め
る
」
国
会
請
願
署

１
月
号
パ
ズ
ル

１
月
号
パ
ズ
ル

　

１
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
26
名
の
応

募
が
あ
り
、
25
名
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
20
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
１
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ま
め
ぶ
ぅ
、
鼻
曲
が
り
土
偶（
久

慈
支
部
）、
ダ
ッ
ク
の
お
ち
り
好
き
、

オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ
、ゴ
ロ
ち
ゃ
ん
、じ
ゃ

が
い
も
の
花
、
ア
ル
パ
カ
、
ル
パ
ン
、

３
匹
の
子
ヤ
ギ
、
パ
イ
ン
犬（
以
上
、

中
央
支
部
）、
フ
ラ
ガ
ー
ル（
東
和

支
部
）、ト
リ
ス
ハ
イ
ボ
ー
ル
、百（
中

部
支
部
）、
ベ
ガ
、
は
ち
み
つ（
以
上
、

磐
井
支
部
）、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
や

き
そ
ば（
以
上
、
南
光
支
部
）、
メ
ー

メ
ー
、
よ
っ
ち
マ
マ（
以
上
、
大
東

支
部
）、
梅
し
ら
す（
大
船
渡
支
部
）

支
部
の
旗
開
き
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

南
光
支
部　

と
ん
が
り

　

　

　

割
引
シ
ー
ル
が
大
好
き
で
、

特
に
も
半
額
と
書
か
れ
た
シ
ー

ル
を
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
る
と

私
の
中
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
一

斉
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
い
ら
ぬ

も
の
ま
で
カ
ゴ
に
入
れ
、
思
い

が
け
な
い
出
費
を
し
て
い
る
半

額
貧
乏
の
私
で
す
。

江
刺
支
部　

半
額
シ
ー
ル
の
女

　

　

　

今
朝
の
気
温
、氷
点
下
11
℃
。

朝
食
準
備
を
し
な
が
ら
テ
レ
ビ

に
耳
を
傾
け
る
。「
今
日
の
東

京
は
と
て
も
寒
い
で
す
！
何
と

３
・
７
℃
で
す
!!
み
な
さ
ん
、

風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
に
!!
」

『
は
ぁ
〜
!?
』
と
何
気
に
キ
レ

て
る
北
国
の
私
で
す
。

二
戸
支
部　

あ
べ
や
ん

名
（
現
行
の
最
大
３
０
０
万
円

か
ら
５
０
０
万
円
へ
の
増
額

を
求
め
て
い
る
）
は
、
全
国

56
万
２
千
５
５
１
筆
、
岩
手
は

15
万
筆
に
近
づ
く
集
約
と
な
っ

た
。
紹
介
議
員
に
は
、
衆
参
議

員
22
名
が
務
め
、
岩
手
県
選
出

で
は
民
主
、
生
活
、
無
所
属
の

５
議
員
が
名
を
連
ね
た
も
の
の

岩
手
選
出
自
民
党
議
員
は
、
誰

一
人
名
を
連
ね
な
か
っ
た
▼
安

倍
首
相
は
、
自
分
の
都
合
の
い

い
時
に
被
災
地
を
訪
問
し
話
題

を
集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
熱

心
な
の
は
国
土
強
靱
化
計
画
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
・
大
企
業
中
心
の
復
興
で

は
な
い
か
。
消
費
税
が
上
が
ろ

う
が
、
社
会
保
障
が
悪
く
な
ろ

う
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
る

▼
「
な
る
べ
く
お
金
が
か
か
ら

な
い
よ
う
生
活
し
て
い
る
。
若

い
時
だ
っ
た
ら
や
り
直
し
も
き

く
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と

が
不
安
で
仕
方
な
い
。
死
ぬ
の

も
地
獄
・
生
き
る
の
も
地
獄
だ

な
」。
そ
う
言
わ
せ
て
い
る
現

状
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。    

（
る
）



新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

ご
家
族
の
加
入
も
Ｏ
Ｋ
！

３月の予定
１日（日） 東日本大震災4年のつどい in 陸前高田

２日（月） 県医労看護部会（県民会館）

７日（土）～８日（日）

 医労連共済推進・組織拡大担当者会議

 （花巻温泉ホテル千秋閣）

８日（日） 3.8国際女性デー岩手県集会

11日（水） 要求書回答指定日

12日（木） 県医労第２次統一行動、全国統一行動

13日（金） 重税反対全国統一行動

 重税反対統一行動県中央集会（教育会館）

21日（祝・土） 県医労支部長会議（県民会館）

退職者をねぎらう集い退職者をねぎらう集い
退職される皆様へのご案内退職される皆様へのご案内

日　時　 4月25日㈯～26日㈰

ところ　 わらび座、奥羽山荘
　　　　（秋田県大仙市川口温泉）

内　容　 

◇わらび座

　「為三さん！」観劇

◇手作り体験または

　角館武家屋敷散策

◇田沢湖ビールで昼食

４月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

３
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

18日（土） 県医労支部長会議

25日（土）～26日（日）

  退職者をねぎらう集い（秋田県大仙市）


